
 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

さあ、２ 学期が始まりました 
 

  夏休みが終わりました。子どもたちは心も体もスイッチオンにして学校生活を過ごし始めていま

す。大きな事故もなく、全員元気に学校へ帰ってきたことをとてもうれしく思います。夏休みを終

え、一人ひとりが楽しい思い出とともに一回り成長して帰ってきたように感じます。始業式では、

「できること いっぱい みつけよう」と学校教育目標についても絡めてお話をしました。今週末

の８月２８日・２９日には６年生の修学旅行があります。１０月には学習発表会が予定されていま

す。何事にも全力で挑戦してほしいと思います。 

 

 「読書」について③ 

さて、秋と言えば何を思い浮かべるでしょうか。食欲の秋やスポーツの秋など、夏を超えて秋は

涼しくなり、食べ物がおいしくなり運動をするのにも気持ちの良い気候となります。また、夏が終

わり暑さが和らぎ、集中力が高まる秋という季節に読書をすることが心地よいとも言われます。何

を始めるのにも最適な秋ですが、そもそも何故「読書の秋」となぜ言われるようになったのでしょ

うか。一説には夏目漱石が関係していると言われています。夏目漱石の書いた作品に「三四郎」と

いう小説がありますが、この作品において古代中国の詩人である韓愈の「灯火親しむべし」という

詩を取り上げたことから「秋の夜は過ごしやすく読書をするのに最適な季節」から「読書の秋」に

繋がり広まっていったそうです。今では誰もが思い浮かべる秋のイメージですが、由来を知るとま

たその趣を感じることができるのではないでしょうか。人それぞれ秋の楽しみ方は異なると思いま

すが、趣を感じながらそれぞれの秋を精一杯満喫したいですね。 

読書といえば、私が学級担任を拝命していたころも受け持った子どもたちに読書を勧めていまし

た。「活字を読む事は何がそんなに良いのか？漫画はダメなのか？TVはダメなのか？」と聞かれ

たことがあります。「もちろん、ダメではありません。でも、活字を読む機会を作ってください。

本を読むことのメリットは『想像力を働かせることができる』ことです。活字を読んで頭の中で自

分の体験やビジョンを呼び起こし映像化できます。ちなみに、本の種類は何でも良いと思います。

TVや漫画は初めから映像・画像化されているので、わかった気になったり、制作者の解釈が映像・

画像になったりしている場合があると思います。物語でも、小説でも、好きなものでいいです。全

く興味の無いものは、退屈だし苦しいと考えます。」とお話したことを思い出します。 

学校だより     
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【学校教育目標】 
できること いっぱい みつけよう 

自立する柏っ子 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★生活目標★ 

◆廊下を静かに歩こう。 

◆自分の持ち物に名前をつけよう。 

 

日 曜 学校行事 

1 月 水泳学習（１年・５年） 

2 火 クラブ⑤ 

3 水 評価事務（午前授業） 

4 木 
評価事務（午前授業） 

美幌神社祭① 

5 金 美幌神社祭② 

6 土 美幌神社祭③ 

7 日  

8 月  

9 火 児童会活動（前期反省） 

10 水 教育相談会 

11 木 心臓検診（１年） 

12 金 職員会議 

13 土  

14 日  

15 月 敬老の日 

16 火 一日防災学校 

17 水 後期児童会選挙 

18 木  

19 金 

学年学級経営反省会議 

サポート会議（午前授業） 

眼科検診（１年・４年） 

20 土  

21 日  

22 月  

23 火 秋分の日 

24 水  

25 木 全校朝会（任命式） 

26 金  

27 土  

28 日  

29 月  

30 火 
かしわっ子配布日 

児童会活動（後期計画） 
 

 

文部科学省が４月に全国の小学６年生と中学

３年生を対象に行った全国学力・学習状況調査

の結果が、７月下旬に本校にも届きました。 

平均正答率（%） 全国 全道 本校 

国語 66.8 65.0 全道より低い 

算数 58.0 55.0 全道より低い 

理科 57.1 56.0 全道よりやや低い 

 上記の平均正答率をはじめとした今年度の結

果から、国語では『理由などを記述する力』や『文

章と図表などを結び付けるなどして必要な情報

を見付ける力』、算数では『計算、グラフの読み

取り、作図の仕方などの基礎的な力』や『数や言

葉を用いて答えの求め方を説明する力』といっ

た部分に課題があることが明らかになりまし

た。また、どちらの教科でも無解答率がやや高

く、問題を解く時間も少し足りなかった様子が

うかがえました。「短い時間で長い文章を読む

力」や「長文の中から必要な情報を見つける力」

を高めることも課題の１つです。特に、話したり

書いたりなど『表現する力』については学校全体

の課題となっており、毎日の授業の中で子ども

たちが力を高めることができるよう職員間でも

授業改善に向けて研修を進めています。 

日常授業での学びに加え、家庭学習での学び

直しも大切にしてほしいところです。『家庭学習

の手引き』にも記載の通り、漢字の練習や読書、

四則計算などの家庭学習に子どもが取り組める

よう、ご家庭でも声をかけて励ましたり、質問に

答えたり、学習したものに目を通したりするな

どの協力を今後もぜひお願いします。 

 
 

①９月１１日（木） ９：１０～１２：００ 

１３：００～１６：１０ 

②９月２４日（水） ８：２０～１２：００ 

 １３：００～１５：２０ 
 

※場所は１階会議室（１年教室奥）になります。 

※保護者の方が利用する場合には、事前に学校ま

で連絡をお願いします。（73-2019 担当：教

頭加藤） 

※時間が重なった場合は、先に連絡があった方を

優先します。 

※１０月の予定は次号にてお知らせします。 

 
８/3に北見市で開催された北海道吹奏楽コン

クール北見地区予選に出場した美幌小・東陽小

合同バンドが、見事に金賞を受賞しました（金賞

受賞は 15団体中 8団体）。次は、9/7に遠軽

町で開催される北海道小学生バンドフェスティ

バル北見地区大会に出場予定です。 

 

 
８/22 から２学期がスタートし、子どもたち

の元気な姿をおよそ１か月ぶりに見ることがで

きました。２学期の登校日数は８４日あります

が、毎日の授業での学び 

を大切にし、学習発表会

などの行事に創意工夫

を加えながら、教育活動

を一層充実させていき

ます。 
 

夏休み作品展の様子～9/1まで開催 


